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り安心した。おかげで、その夜は我慢しなければ
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7 1)ッブルマークのついた砂泥のトラフ

9 清水港埠頭で、の重力測定

助タンクの水を一杯にしてもらって、何とか測定ができた。それでも、少し

計のレベルが狂うような環境での測定で、精密測定としてはよいデータ

る。

を変えるだけ

2台の重力計により測定したが、 9 )では 10~20μgal であっ

たのに対し、海底では約 130μgalもあった。

した。できるだけ見やすい位置にと思ったが、マニピュレータで置ける

むずかしい。苦労して置いた標識だが、将来これを捜し出せるだろうか。

10)を2

に制限があり、なかなか

せっかく着癒したのだから、この地点、の砂擦を持って帰ろうと思ったが、持っていっ

10)では砂擦の採取は無理だということで、採取はあきらめて静岡方面へ移動を開始した。少し

いたところにリップルマークがついた砂泥があったので、ここで採取を試みた。しかし、

きささつでも、持ち上げると管の中に入ったはずの砂泥が水中に拡散してしまい、なかなかうまくい

かない。砂のようなものが少し管の中に残ったので、とりあえずそれを持ち帰ることにした。砂泥を

採るとき「しんかい 2000Jの向きを変えたが、そのとき砂泥の上にみえた我々の通った跡が印象的だっ
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2 トうフ底に してからトラフ斜面 るまでの「しんかい2000Jの競跡
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デオテープが残った。これは後のまとめにたいへ

ん役立った。

午後2時に海底から離れた。それまでの興奮と

緊張から解放され、くつろいだ気持ちで浮上した。

3時 17分に海部に到着。大きな揺れもなく「なつ

しまJに回収していただいた(写真 13)。潜航前の

不安はどこかに消え、また機会があればぜひ潜り

たいという気持が強く残った。

写真13 浮上した「しんかい2000Jの間収作業に向
かうポート
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